
(57)【要約】

【課題】　被覆部材の弛みによる先端部の大径化を防止

して体腔内でのスムーズな移動を可能にする内視鏡を提

供する。

【解決手段】　内視鏡１は，挿入部２の先端に配設され

た先端部４と，先端部４に連設された湾曲自在な湾曲部

５と，先端部４および湾曲部５の外周を被覆するアング

ルゴム４５とを備える。先端部４は，その基端が湾曲部

５に接続され硬質部材からなる先端スリーブ４２を有す

る。アングルゴム４５の先端と基端をそれぞれ先端部４

の先端と湾曲部５の基端に固着すると共に，アングルゴ

ム４５の内周面と先端スリーブ４２の外周面とを接着剤

４４により接着固定する。また，湾曲部５は複数の節輪

５３をカシメピン５４により連枢着した節輪構造を有し

，節輪構造の外周とアングルゴム４５の内周との間にネ

ット５２を介在させる。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 の 先 端 に 配 設 さ れ た 先 端 部 と ， 前 記 先 端 部 に 連 設 さ れ た 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 と ， 前 記
先 端 部 お よ び 前 記 湾 曲 部 の 外 周 を 被 覆 す る 被 覆 部 材 と を 備 え た 内 視 鏡 で あ っ て ，
　 前 記 先 端 部 は ， そ の 基 端 が 前 記 湾 曲 部 に 接 続 さ れ 硬 質 部 材 か ら な る 外 筒 を 有 し ，
　 前 記 被 覆 部 材 の 先 端 と 基 端 を そ れ ぞ れ 前 記 先 端 部 の 先 端 と 前 記 湾 曲 部 の 基 端 に 固 着 す る
と 共 に ， 前 記 被 覆 部 材 の 内 周 面 と 前 記 先 端 部 の 外 筒 の 外 周 面 と を 接 着 固 定 し た こ と を 特 徴
と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 湾 曲 部 は 複 数 の 節 輪 を 連 枢 着 し た 節 輪 構 造 を 有 し ， 前 記 節 輪 構 造 の 外 周 と 前 記 被 覆 部
材 の 内 周 と の 間 に ネ ッ ト 部 材 を 介 在 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 外 筒 は 先 端 ス リ ー ブ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 節 輪 構 造 の 最 先 端 の 前 記 節 輪 は 前 記 外 筒 の 基 端 に 接 続 さ れ ，
　 前 記 被 覆 部 材 の 内 周 面 を ， 前 記 先 端 部 の 前 記 外 筒 の 外 周 面 に 加 え さ ら に 前 記 最 先 端 の 節
輪 の 外 周 面 に 接 着 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 医 療 用 等 と し て 用 い ら れ る 内 視 鏡 ， さ ら に 詳 し く は 内 視 鏡 の 挿 入 部 に お け る
先 端 部 お よ び 湾 曲 部 の 外 周 を 被 覆 す る 被 覆 部 材 を 備 え た 内 視 鏡 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 は 大 別 し て ， 体 腔 内 等 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と ， こ の 挿 入 部 の 基 端 が 連 設 さ れ る 操
作 部 と ， こ の 操 作 部 と コ ー ド を 介 し て 接 続 さ れ る コ ネ ク タ と ， か ら 構 成 さ れ る 。 挿 入 部 は
， 先 端 側 か ら 順 に ， 硬 質 部 材 か ら な る 先 端 部 と ， 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 と ， 挿 入 部 の 基 端 を 構
成 す る 導 入 部 と が 連 設 さ れ て 構 成 さ れ る 。 先 端 部 は ， 体 内 を 観 察 す る た め の 観 察 光 学 系 を
内 含 し た 先 端 部 本 体 と ， 先 端 部 本 体 に 嵌 合 固 定 さ れ た 先 端 ス リ ー ブ と を 有 す る 。 先 端 ス リ
ー ブ の 基 端 は 湾 曲 部 と 接 続 さ れ る 。 湾 曲 部 は ， 多 数 の 節 輪 を 連 枢 着 し た 節 輪 構 造 で 構 成 さ
れ る 。 先 端 部 お よ び 湾 曲 部 の 外 周 は 柔 軟 性 を 有 す る チ ュ ー ブ 状 の 被 覆 部 材 で 被 覆 さ れ て ，
気 密 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ １ ８ １ ３ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で ， 被 覆 部 材 は そ の 先 端 と 基 端 の ２ カ 所 は 固 定 さ れ て お り ， 先 端 か ら 基 端 に わ た
る 範 囲 で は 必 ず し も 固 定 さ れ て い な い 。 そ の た め ， 例 え ば ， 内 視 鏡 検 査 後 に 挿 入 部 を 払 拭
洗 浄 す る 際 に か か る 負 荷 に よ り 被 覆 部 材 が 先 端 部 に 手 繰 り 寄 せ ら れ て し ま い ， 被 覆 部 材 に
弛 み が 生 じ る 。 特 に ， 先 端 ス リ ー ブ は 金 属 で 構 成 さ れ ， 被 覆 部 材 は ゴ ム 等 の 部 材 で 構 成 さ
れ る 場 合 が 多 い の で ， 先 端 ス リ ー ブ と 被 覆 部 材 は 摩 擦 抵 抗 が 大 き く ， 負 荷 が 解 消 さ れ て も
弛 み は 元 に 戻 ら な い 。 弛 み が 存 在 す る と ， 手 繰 り 寄 せ ら れ た 被 覆 部 材 が 折 り 返 さ れ ， 先 端
部 に 覆 い 被 さ っ て し ま う 。 そ の 結 果 ， 先 端 部 の 径 が 大 き く な り ， 体 腔 内 で 先 端 部 お よ び 湾
曲 部 が ス ム ー ズ に 移 動 で き な い と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 点 ， 上 記 特 許 文 献 １ に は ， 先 端 部 お よ び 湾 曲 部 の 外 周 を ア ン グ ル チ ュ ー ブ と 呼 ば れ
る 被 覆 部 材 に よ り 被 覆 し ， ア ン グ ル チ ュ ー ブ の 中 間 部 内 周 面 と 節 輪 の 外 周 面 と を 接 着 固 定
し た 構 成 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 構 成 で は ， 接 着 さ れ た 中 間 部 に よ り 弛 み が 分 割 さ れ ， 中
間 部 よ り 先 端 側 お よ び 中 間 部 よ り 基 端 側 の 弛 み は そ れ ぞ れ ， 接 着 さ れ な い 場 合 の 約 １ ／ ２
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と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら ， 特 許 文 献 １ の 構 成 で は ， 弛 み の 量 が １ ／ ２ に な る だ け で あ り ， 先 端 側 の
弛 み は 手 繰 り 寄 せ ら れ ， 先 端 部 に 覆 い 被 さ る 恐 れ が あ る 。 ま た ， 特 許 文 献 １ の 構 成 は ， 節
輪 が 先 端 構 成 部 に 直 接 嵌 合 固 定 さ れ た 構 成 で あ り ， 先 端 ス リ ー ブ 自 体 が 無 い た め ， 被 覆 部
材 へ の 負 荷 が 解 消 さ れ れ ば 弛 み は 元 に 戻 り や す い 。 し か し ， 特 許 文 献 １ の 構 成 は ， 先 端 ス
リ ー ブ が あ る 場 合 を 想 定 し て い な い た め ， 先 端 ス リ ー ブ 外 周 上 に 発 生 す る 弛 み を 解 消 す る
こ と は 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で ， 本 発 明 は ， こ の よ う な 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で ， そ の 目 的 と す る と こ ろ は
， 被 覆 部 材 の 弛 み に よ る 先 端 部 の 大 径 化 を 防 止 し て 体 腔 内 で の ス ム ー ズ な 移 動 を 可 能 に す
る ， 新 規 か つ 改 良 さ れ た 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 発 明 の あ る 観 点 に よ れ ば ， 挿 入 部 の 先 端 に 配 設 さ れ た 先
端 部 と ， 先 端 部 に 連 設 さ れ た 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 と ， 先 端 部 お よ び 湾 曲 部 の 外 周 を 被 覆 す る
被 覆 部 材 と を 備 え た 内 視 鏡 で あ っ て ， 先 端 部 は ， そ の 基 端 が 湾 曲 部 に 接 続 さ れ 硬 質 部 材 か
ら な る 外 筒 を 有 し ， 被 覆 部 材 の 先 端 と 基 端 を そ れ ぞ れ 先 端 部 の 先 端 と 湾 曲 部 の 基 端 に 固 着
す る と 共 に ， 被 覆 部 材 の 内 周 面 と 先 端 部 の 外 筒 の 外 周 面 と を 接 着 固 定 し た こ と を 特 徴 と す
る 内 視 鏡 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば ， 外 筒 と 被 覆 部 材 が 接 着 固 定 さ れ て い る た め ， 払 拭 洗 浄 時 や 内 視 鏡
の 挿 入 部 の 挿 脱 時 に 被 覆 部 材 が 先 端 部 で 弛 む こ と は な い 。 よ っ て ， 弛 み に よ り 被 覆 部 材 が
先 端 部 に 覆 い 被 さ り 先 端 部 が 大 径 化 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で ， 湾 曲 部 は ， 複 数 の 節 輪 を 連 枢 着 し た 節 輪 構 造 を 有 し ， 節 輪 構 造 の 外 周 と 被 覆 部
材 の 内 周 と の 間 に ネ ッ ト 部 材 を 介 在 さ せ る よ う 構 成 し て も よ い 。 か か る 構 成 に よ れ ば ， ネ
ッ ト 部 材 は 柔 軟 性 を 有 す る た め ， 一 旦 弛 み が 生 じ て も 負 荷 が 解 消 さ れ れ ば 容 易 に 復 元 さ れ
， 弛 み は な く な る 。 ま た ， ネ ッ ト 部 材 と 被 覆 部 材 と は 密 着 し て 同 様 に 変 形 可 能 で あ る 。 以
上 よ り ， 湾 曲 部 に お い て は ， 負 荷 が 解 消 さ れ れ ば ， 被 覆 部 材 の 弛 み は な く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お ， 上 記 構 成 に お い て ， 外 筒 は 先 端 ス リ ー ブ で あ っ て も よ い 。 ま た 上 記 構 成 に 加 え ，
節 輪 構 造 の 最 先 端 の 前 記 節 輪 は 前 記 外 筒 の 基 端 に 接 続 さ れ ， 被 覆 部 材 の 内 周 面 を ， 先 端 部
の 外 筒 の 外 周 面 に 加 え さ ら に 最 先 端 の 節 輪 の 外 周 面 に 接 着 固 定 す る よ う に し て も よ い 。 か
か る 構 成 に よ れ ば ， 外 筒 に 加 え 最 先 端 の 節 輪 と 被 覆 部 材 と が 接 着 固 定 さ れ て い る た め ， 弛
み を よ り い っ そ う 防 止 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 の 内 視 鏡 に よ れ ば ， 被 覆 部 材 が 弛 ん で 先 端 部 に 覆 い 被 さ る こ と が な
い た め ， 被 覆 部 材 の 弛 み に よ る 先 端 部 の 大 径 化 を 防 止 で き ， 体 腔 内 で の 先 端 部 お よ び 湾 曲
部 の ス ム ー ズ な 移 動 が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な
お ， 本 明 細 書 及 び 図 面 に お い て ， 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は ，
同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 視 鏡 １ の 概 略 的 な 構 成 図 を 図 １ に 示 す 。 内 視 鏡 １ は 大 別 す る と ， 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る
挿 入 部 ２ と ， 挿 入 部 ２ の 基 端 が 連 設 さ れ た 操 作 部 ３ と ， 操 作 部 ３ に コ ー ド を 介 し て 接 続 さ
れ た コ ネ ク タ 部 （ 不 図 示 ） と か ら 構 成 さ れ る 。 挿 入 部 ２ は ， 挿 入 部 ２ の 先 端 に 配 設 さ れ た
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先 端 部 ４ と ， 先 端 部 ４ の 基 端 に 連 設 さ れ た 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 ５ と ， 湾 曲 部 ５ の 基 端 に 連 設
さ れ 挿 入 部 ２ の 基 端 を 構 成 す る 導 入 部 ６ と か ら 構 成 さ れ る 。 湾 曲 部 ５ の 操 作 は 操 作 部 ３ に
よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は ， 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 の 先 端 部 ４ お よ び 湾 曲 部 ５ の 断 面 図 で あ る 。
先 端 部 ４ お よ び 湾 曲 部 ５ の 外 周 は 被 覆 部 材 で あ る ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ に よ り 被 覆 さ れ て い る
。 先 端 部 ４ は ， 硬 質 部 材 か ら な り ， 先 端 部 本 体 ４ １ と ， 先 端 部 本 体 ４ １ と 嵌 合 固 定 さ れ た
先 端 ス リ ー ブ ４ ２ と を 有 す る 。 先 端 部 本 体 ４ １ は ， 体 内 を 観 察 す る た め の 観 察 光 学 系 （ 不
図 示 ） や 処 置 具 導 出 用 の 開 口 （ 不 図 示 ） を 備 え る 。 先 端 部 本 体 ４ １ の 先 端 面 に は 樹 脂 製 の
キ ャ ッ プ 部 材 が 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ （ 外 筒 ） は ， 先 端 部 ４ の 外 周 を 覆 う 円 筒 状 の 部 材 で あ る 。 先 端 ス リ ー
ブ ４ ２ は ， 硬 質 部 材 か ら な り ， こ こ で は 金 属 を 材 質 と す る 。 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ の 先 端 側 は
先 端 部 本 体 ４ １ に 嵌 合 固 定 さ れ て お り ， 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ の 基 端 は 湾 曲 部 ５ に 接 続 さ れ て
い る 。 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ の 外 周 は ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ で 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 湾 曲 部 ５ は ， リ ン グ 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 節 輪 ５ ３ を 軸 方 向 に 連 枢 着 し た 節 輪 構 造 に よ
っ て 構 成 さ れ る 。 隣 接 す る 節 輪 ５ ３ は 相 互 の 連 結 部 ５ １ を 重 ね 合 わ せ た 後 ， カ シ メ ピ ン ５
４ を 連 結 部 ５ １ に 設 け ら れ た 貫 通 孔 に 挿 入 し て カ シ メ ピ ン ５ ４ の 外 側 を カ シ メ 加 工 す る こ
と に よ り ， 回 動 自 在 に 連 結 さ れ る 。 連 枢 着 さ れ た 節 輪 ５ ３ の う ち ， 最 も 先 端 側 の 節 輪 ５ ３
は 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ の 基 端 に 接 続 さ れ ， 最 も 基 端 側 の 節 輪 ５ ３ は 導 入 部 ６ に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 節 輪 ５ ３ の 内 部 に は ， 複 数 の 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ が 内 周 面 の 軸 方 向 に 沿 っ て 所 定 の 間 隔 で 配
設 さ れ て い る 。 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ の 先 端 は ， 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ に 固 定 さ れ ， 操 作 ワ イ ヤ ５ ５
の 基 端 は 操 作 部 ３ の 湾 曲 操 作 ノ ブ （ 不 図 示 ） で 回 動 さ れ る プ ー リ （ 不 図 示 ） に 接 続 さ れ て
い る 。 こ れ に よ り ， 湾 曲 操 作 ノ ブ を 操 作 し て プ ー リ を 回 動 す る と ， 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ が 牽 引
さ れ ， 湾 曲 部 ５ が 所 望 の 方 向 に 湾 曲 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の 節 輪 構 造 の 外 周 と ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ の 内 周 と の 間 に は ネ ッ ト ５ ２ が 介 在 し て い る
。 ネ ッ ト ５ ２ は 金 属 等 の 線 材 の 編 組 か ら な る 筒 状 の ネ ッ ト 部 材 で あ り ， 節 輪 構 造 の 外 周 は
潤 滑 剤 を 介 し て ネ ッ ト ５ ２ で 被 覆 さ れ ， ネ ッ ト ５ ２ の 外 周 は ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ で 被 覆 さ れ
て い る 。 ま た ， ネ ッ ト ５ ２ の 先 端 は ， 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ の 基 端 を 被 覆 し ， 先 端 ス リ ー ブ ４
２ に 固 着 さ れ る 。 図 ２ で は ネ ッ ト ５ ２ が 配 置 さ れ て い る 軸 方 向 の 範 囲 を Ｎ と し て 図 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ は ， 先 端 部 ４ お よ び 湾 曲 部 ５ の 外 周 を 被 覆 す る 被 覆 部 材 で あ り ， 外 皮
チ ュ ー ブ と し て 機 能 す る 。 ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ は ， 弾 性 部 材 か ら な り ， 柔 軟 性 を 有 す る 。 ア
ン グ ル ゴ ム ４ ５ は ， 本 実 施 形 態 で は ， 例 え ば フ ッ 素 を 材 質 と し た ゴ ム に よ り 形 成 さ れ る 。
ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ の 先 端 は ， 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ を 越 え て 先 端 部 ４ の 先 端 に 当 接 さ せ た 状 態
で ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ の 外 周 に 糸 ４ ３ を 堅 く 巻 回 し て 接 着 剤 を 塗 布 す る こ と に よ り 固 着 さ れ
る 。 ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ の 基 端 は ， 湾 曲 部 の 基 端 に 固 着 さ れ る 。 こ の よ う に 両 端 を 固 着 さ れ
て ， ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ 内 は 気 密 に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た ， ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ の う ち ， 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ を 被 覆 す る 範 囲 で は ， 先 端 ス リ ー ブ
４ ２ の 外 周 と ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ の 内 周 と を 接 着 剤 ４ ４ に よ り 接 着 固 定 し て い る 。 接 着 剤 ４
４ は 例 え ば シ リ コ ン 系 の 接 着 シ ー ル 材 を 用 い る こ と が で き る 。 図 ２ で は 軸 方 向 の 接 着 範 囲
を Ｗ と し て 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 比 較 例 と 比 較 し な が ら ， 本 実 施 形 態 の 作 用 ， 効 果 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 比 較 例
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を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ り ， 図 ４ は 本 実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ り ， 図 ３
， 図 ４ 共 に 簡 単 の た め に 中 心 軸 よ り 上 半 分 の み 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ に 示 す 比 較 例 で は ， 接 着 剤 ４ ４ は な く ， ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ は 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ に 接
着 さ れ て い な い 。 そ の 他 の 構 成 は 上 記 の 本 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 湾 曲 部 ５ が 湾 曲 し て 負
荷 が か か る と ， 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に ， 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ 外 周 の ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ に 弛
み ４ ９ が 生 じ る 。 そ の 後 ， 湾 曲 部 ５ を 直 伸 さ せ て 負 荷 を 解 消 さ せ て も ， 図 ３ （ ｂ ） に 示 す
よ う に ， 弛 み ４ ９ は 生 じ た ま ま で あ る 。 金 属 製 の 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ と ， ゴ ム 製 の ア ン グ ル
ゴ ム ４ ５ で は 摩 擦 抵 抗 が 大 き い た め ， 負 荷 が 解 消 さ れ た 後 も 弛 み ４ ９ は 残 存 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ に 示 す 本 実 施 形 態 で は ， 接 着 剤 ４ ４ に よ り ， ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ は 先 端 ス リ ー ブ ４ ２
に 接 着 固 定 さ れ て い る 。 湾 曲 部 ５ が 湾 曲 し て 負 荷 が か か る と ， 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に ，
湾 曲 部 ５ で は ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ お よ び ネ ッ ト ５ ２ が 一 体 的 に 変 形 し て 弛 み ５ ９ が 生 じ る が
， 先 端 部 ４ で は 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ 外 周 の ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ は 接 着 さ れ て い る た め 弛 み は 生
じ な い 。 そ の 後 ， 湾 曲 部 ５ を 直 伸 さ せ て 負 荷 を 解 消 す る と ， 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に ， 湾
曲 部 ５ の 弛 み ５ ９ は な く な る 。 こ れ は ， ネ ッ ト ５ ２ は 柔 軟 性 を 有 す る た め 節 輪 ５ ３ 外 周 を
ス ム ー ズ に 移 動 で き ， 負 荷 解 消 後 も 容 易 に 復 元 可 能 だ か ら で あ る 。 そ し て ， ア ン グ ル ゴ ム
４ ５ と ネ ッ ト ５ ２ と は 密 着 性 が 高 い た め ， 負 荷 解 消 後 は ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ も ネ ッ ト ５ ２ と
共 に ス ム ー ズ に 移 動 し ， 弛 み の な い 状 態 に 復 元 さ れ る 。 ま た ， ネ ッ ト ５ ２ と 節 輪 ５ ３ と の
間 に 潤 滑 剤 が 塗 布 さ れ て い る た め ， よ り い っ そ う ス ム ー ズ な 移 動 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 よ っ て ， 本 実 施 形 態 に よ れ ば ， 先 端 部 ４ に お い て は ， 先 端 ス リ ー ブ ４ ２ と ア ン グ ル ゴ ム
４ ５ が 接 着 固 定 さ れ て い る た め ， 負 荷 が か か っ て も ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ に 弛 み が 発 生 す る こ
と は な い 。 ま た ， 湾 曲 部 ５ に お い て は ， 負 荷 時 に 一 時 的 に ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ に 弛 み が 生 じ
る が ， 負 荷 が 解 消 さ れ れ ば こ の 弛 み は な く な る 。 し た が っ て ， ア ン グ ル ゴ ム ４ ５ の 弛 み が
先 端 部 ４ に 発 生 し て 覆 い 被 さ り 先 端 部 ４ が 大 径 化 す る こ と が な い 。 よ っ て ， 体 腔 内 で 先 端
部 ４ お よ び 湾 曲 部 ５ を ス ム ー ズ に 移 動 さ せ る こ と が で き ， 患 者 の 苦 痛 を 和 ら げ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 ， 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が ， 本 発 明 は
係 る 例 に 限 定 さ れ な い こ と は 言 う ま で も な い 。 当 業 者 で あ れ ば ， 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ
れ た 範 疇 内 に お い て ， 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り ， そ れ
ら に つ い て も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 例 え ば ， 上 記 実 施 形 態 で は ， ア ン グ ル ゴ ム の 内 周 と 接 着 す る 範 囲 は 先 端 ス リ ー ブ 外 周 と
し た が ， こ れ に 限 定 さ れ ず ， 最 先 端 の 節 輪 の 外 周 も ア ン グ ル ゴ ム の 内 周 と 接 着 す る よ う に
し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は ， 内 視 鏡 に 適 用 可 能 で あ り ， 例 え ば 挿 入 部 に お い て 先 端 部 お よ び 湾 曲 部 の 外 周
を 被 覆 す る 被 覆 部 材 を 備 え た 内 視 鏡 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 比 較 例 に か か る 内 視 鏡 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る 内 視 鏡 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 　 　 内 視 鏡
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　 ２ 　 　 　 挿 入 部
　 ３ 　 　 　 操 作 部
　 ４ 　 　 　 先 端 部
　 ５ 　 　 　 湾 曲 部
　 ６ 　 　 　 導 入 部
　 ４ １ 　 　 　 先 端 部 本 体
　 ４ ２ 　 　 　 先 端 ス リ ー ブ
　 ４ ３ 　 　 　 糸
　 ４ ４ 　 　 　 接 着 剤
　 ４ ５ 　 　 　 ア ン グ ル ゴ ム
　 ４ ９ 　 　 　 弛 み
　 ５ １ 　 　 　 連 結 部
　 ５ ２ 　 　 　 ネ ッ ト
　 ５ ３ 　 　 　 節 輪
　 ５ ４ 　 　 　 カ シ メ ピ ン
　 ５ ５ 　 　 　 操 作 ワ イ ヤ
　 ５ ９ 　 　 　 弛 み
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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